
● 高い志と確かな学力をはぐくむ    （知） 

● 思いやりの心と豊かな人間性をはぐくむ（徳） 

● たくましい身体と心をはぐくむ    （体） 
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とうべつ学園 教育目標 「夢と志を持ち 希望に満ちた未来を拓く子どもの育成」 

 

2学期後半に向けて                            校長 吉村 公孝 

 はじめに、１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」によって亡くなられた方の御冥福をお祈り

申し上げるとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。被災地の１日も早い復旧・復興

と、被災者の皆様及び御家族、関係者の皆様に平穏な日々が戻りますことをお祈り申し上げます。 

 

１月1５日（月）、24日間の冬休みが終わり、2学期後半が始まりました。そして、早くも2月です。

児童生徒は、白い息を吐きながら登校し、これまでと変わらず、笑顔で元気のよい、爽やかな挨拶をし

てくれます。 

2学期後半は、短いですが落ち着いて学校生活を送ることができる期間です。1～８年生は学年のまと

めをじっくりと行い、4月の進級に備えてほしいと願っています。9年生は、（2月１日から）卒業式まで

の登校日が27日間となりました。そして、入試に向けた取組が佳境に入っています。一日一日、一時間

一時間を大切に過ごし、とうべつ学園で学ぶ残りの日々が充実したものになることを願っています。 

冬休みが明けてすぐに、9年生数名と、高校入試に向けた面接練習を行いました。学年の先生たちと何

度か練習を重ねてからの面接でしたので、その練習の成果が見られる面接内容に安心することができ       

ました。おそらく、聞かれることを想定し、しっかりと準備をしたのだと思います。特に感心したのが

質問に対し、借り物ではない自分の言葉で自分の思いや考えを話していたことです。いわゆる「丸暗記」

ではできない受け答えです。その内容から、生徒のひたむきさ、優しさ、素直さなどがよく伝わってき

ました。 

1月26日（金）に、新一年生の一日入学がありました。

入学に向けた準備や学校生活について、保護者の皆様に

説明している間、新一年生は、一年生と交流を行いまし

た。一年生は、新一年生を楽しませるために、いろいろ

と交流の準備を進め、一日入学を迎えました。ステージ

上で司会進行を行ったり、お世話をしたりする姿は大変

立派で、大きく成長したことを実感しました。 

令和6年度の入学式は。４月6日を予定しています。新

一年生の入学を、全校児童生徒、教職員一同、心待ちに

しています。 

 

2024.２.２ (金)  

) 

大谷選手からグローブが届きました。 

学学園園ＨＨＰＰ  

新一年生との交流を進行する一年生 
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学校関係者評価 と 地域アンケート 

                                 すべては子どもたちのために。地域のために。 

の学校関係者評価 と 地域アンケート 

学校評価（教職員自己評価、児童生徒・保護者アンケート、地域アンケートを基にした次年度に向けての課題等の
把握と改善策の検討）が適正に行われたかを評価する場を「学校関係者評価委員会」といい、学校運営協議会（ＣＳ
委員）が担っています。以下、今年度の学校関係者評価と地域アンケートの概要をお伝えします。 
なお、教職員自己評価、児童生徒・保護者アンケートの結果は、後日、学校だより特別号としてお伝えいたします。 

学校関係者評価の概要 

評価項目 自己評価
評価の

適切さ

とうべつ学園の教職員である意識を持ち、主体的

に学校運営へ参画し、年度の重点目標の具現化を

図っている。

重点目標の達成に向けて、一丸となって学校運営に

取り組むことができた。
Ａ

ＩＣＴを効果的に活用し、「対話」を重視した授業が

行われている。

子どもを主体とした授業の構築に向けた、研鑽を積

んでいく。また、ＩＣＴの効果的活用へとステップアッ

プを進める。

Ａ

保護者・地域に積極的に情報を公開し、協力・連携

を図り、地域総がかりで児童生徒を育成している。

家庭や学校関係等への情報発信概ね良いと考える

が、地域への情報発信、連携・協働が急務である。
Ａ

優しさと思いやりの心を基盤とし、いじめ問題等に

適切に対応している。

積極的にいじめを認知することにより、早期発見に

努めた。いじめは常に起こりうるものと考え、今後も

組織的に対応していく。

Ａ

特別支援教育の支援体制を確立し、児童生徒一人

ひとりのニーズに応じた取組の充実に努める。

今後も継続的に研修を積み重ね、生きて働く知識・

技能の獲得に努め、保護者、児童生徒のニーズに

応えていけるようにする。

Ａ

業務改善を進め、効果的に教育活動を行い、教職

員と児童生徒の良い関係が築いていく。

更に業務の見直しを図り、子どもと向き合う時間の

確保や在校等時間の縮減を図る。
Ａ

【主な意見】 
 ・学力調査の結果、確実に学力が上がっている。・様々な場面で小中一貫校としての取り組みが良い連携を生

んでいると感じる。・ＩＣＴの有効活用について、この分野の進歩はとても早いことから、ステップア
ップの速度を早めることが重要である。・「働き方改革」の具体的な目標、内容を発信してほしい。 

 
 

地域アンケートの概要（町内会長様へのアンケート） 

評価項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

教育目標の達成状況 45.5 31.8 0 0 22.7

情報発信・連携 34.9 37.9 7.6 3 16.6

児童生徒への指導 36.4 37.9 7.6 0 18.1

安全・環境整備 40.4 32.4 7.6 1.5 18.1

Ａ：十分よい 

Ｂ：概ねよい 

Ｃ：やや不十分 

Ｄ：改善が必要 

Ｅ：わからない 

単位（％） 

【主な意見】 
 ・コロナも落ち着いて活動も活発になると思うが、古い良い事例を取り入れつつ、新たな部分を取り入れて、

社会人として活動できる人の育成を今後もお願いする。・私の家には、子供がいないので学校に関する情報
はあまり入ってこない。子供たちの行動の中に地域住民との交わりの機会を多くとってもらいたい。・自転
車通学者のヘルメット着用について指導をしていただきたい。 

 
 



 

 

 

 
 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ブロック紹介 

とうべつ学園では、１～９年生を①前期課程・後期課程、

②３ブロック（基礎期・充実期・発展期）２つの枠組みで

とらえ、児童生徒の学びや育ちを多様な視点から支援し、

教育活動を展開しています。 

受験本番（９年生） 
いよいよ2月中旬より私立高校

の入試が始まります。 
 がんばれ！！9年生！！ 

一人一台端末を活用した授業  
（写真は5年生の様子） 

授業以外でも、ＡＩドリルを宿
題とするなど、積極的な端末の活
用が進んでいます。 

                                       １月２５日（木）は休校・・・昨年も１月２５日は休校でした・・・ 

【学校運営協議会の様子】 

子どもたちのために、新たな取組を考えています。 

新1年生との交流（1年生） 
 前日が休校でしたが、準備し
た通りに、交流することができ
ました。かっこいいお兄さん、
お姉さんでした。 

 
後期課程教諭・ＡＬＴによる英語授業 

（６年生） 
 義務教育学校の強みを生かした授業。
英語に限らず複数の教科で、日常的に、
５・6年生を中心に後期課程教諭による
専門性の高い授業が行われています。 

冬休み明け集会 
（１～４年生、５～９年生） 
1月1６日から登校開始！ 
前期・後期ともに、集会への心
構え、態度を確認し、集会を始め
ました。元気よく校歌を歌い、代
表者が冬休みの思い出と2学期
後半の目標を述べました。 

スキー学習開始！  
（写真はほなみ前期の様子） 
今年は、グラウンドの雪山を校舎

近くに造成していただきました。そ
のおかげで学習がスムーズにできて
います！！ 

スキー学習（8年生） 
今年度のスキー学習が始ま

りました！石狩平原スキー場
を満喫してきました。 

 



 
 

  

部活動等 大会等名 結果等 

バスケット

ボール 

石狩当別地区  
ダイワカップ 兼 服部杯予選 

◇1/27-28 石狩市 花川中体育館 

【男子】とうべつ・西当別中 
 準決勝   〇62-48 対 花川中 
  決 勝   〇57-30 対 樽川中  
【R6.4月 石狩管内バスケットボール選手権大
会・服部杯へ進出。石狩当別地区１位通過】 

剣道 
鳳雛杯争奪 

第12回中学生高校生剣道錬成大会 

◇1/28 札幌東陵高校 

中学1年男子の部 
第3位 平田 健祐（7年1組） 

表彰 第49回 北海道教育美術展 入選  吉田 泰誠（7年2組） 

体育・文化活動報告 
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１号 １ページ 

体育文化活動報告・武道推進モデル校・進路・授業改革 

「逃げる」と言われる２月ですが、今年は 29 日も。４年に一度いただける貴重な１日を大切に過ごしたいものです。 

 

 

２月上旬 職員室から… 

令和６年は、能登半島地震、羽田空港における飛

行機事故と未曽有の状況で始まりました。２日連続

での悲しいニュースに接し、苦しんでいる方へ思い

を寄せること、置かれている状況のありがたさにも

気づかされたところです。/当別町では先日の暴風

雪で学園も臨時休業、交通網が混乱するなど、自然

災害の怖さを改めて感じることとなりました。/自

然環境の変化、AI と人間との共存の在り方など、

これからを生きる児童生徒が直面する課題は、さ

まざまと感じます。持続可能な世界を作る担い手と

なるべく、協働・感性・優しさ・思いやりなどを学校

教育でも伝えていきます。 

 

 

スポーツ庁の指定事

業として、「合気道」の

授業を実施しています。

講師をお迎えし、合気道

の歴史や体のさばき方

など、新鮮な学びを積

み重ねています。 

～授業改革のひとコマ 紹介～ 

７・８年生 合気道に挑戦中です 

９年生の美術の授業で「風神雷神図屏風」を使った対話型鑑賞

を行いました。実際と同じ大きさの教材は、北海道内の美術科教諭

で共同作成したもので、今回縁があり、学園で使用する機会を得ま

した。絵を見て感じたことを話し鑑賞を作り上げていくことも、本校

で取り組んでいる「気づく」「つなげる」授業づくりの一つです。 

 

 

 運動部の初夏の大会まで、

あと半年ほどとなっていま

す。今は、技術と心を磨く大

事な時期。努力の積み重ねを

これからも。 

 ９年生はそれぞれの進

路実現に向けて、受験など

が本格的に始まっていま

す。 

先日は集会の中でも、

未来に向けて努力すること

の決意表明が９年生代表

生徒からありました。ベスト

を尽くすよう、応援します。 

時間を重ねるごとに、合気道の

動きに慣れていく生徒たち 

 

春からの新生活に向

けて、今、飛躍の時。 
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